
ギャラリー古藤

会 場 : ギャラリー古藤
東京都練馬区栄町9-16( 武蔵大学正門斜め前 )
TEL：03（3948）5328
西武池袋線「江古田駅」南口徒歩６分
都営地下鉄大江戸線「新江古田駅」A２出口徒歩１０分

http://furuto.info/　
ふるとう

平和の願い込め

戦争の事実を語りつぐ
「三月十日のやくそく」
早乙女勝元  脚本 / 伊藤秀男  絵

食糧難に生きて
「駐在さん」
本多ちかこ　脚本 / 絵

表現者
本多ちかこ（紙芝居創作家・実演家）

山岡明雄（昔今語り）
杵渕智子（花咲けシルバ組）
守屋真実（ギター弾き語り）

おとなのための紙芝居・春

参加費：予約 1,500 円 （定数 35 席）   
問合せ 予約：takibinokai_poem@yahoo.co.jp（大島）

主 催：詩と朗読「たきび」の会  花咲けシルバ組・

・



                         お知らせ

　　第１８回全国紙芝居まつり川越市大会
　　　　　　　　　●◎●
日時　2023年8月18日 (金 )・19日 (土）
場所　川越市やまぶき会館
テーマ　”あそべや　まなべ　紙芝居”
【１８日 】◎あっちこっち紙芝居
紙芝居まつりのオープニングを告げる公開実演会　
◎開会式＆オープニング紙芝居
氷川神社の奉納紙芝居
◎分科会
◎とことん紙芝居
実演希望者による実演会
【１９日 】◎分科会　◎閉会式
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
問合せ：中村ルミ 090-8053-5953
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
只今チラシを制作中・当日古藤でお配りします。

【プログラム】
13:３0　開場・受付

14:00　紙芝居「三月十日のやくそく」
                                            （杵渕智子）

14:30　昔今語り（山岡明雄）

15:00　紙芝居「駐在さん」（本多ちかこ）

15:40　休憩

15:50   ギター弾き語り（守屋真実）

16:10　Q＆A・アピール

17:00　終了

山岡明雄（やまおか・あきお）
広島県出身。荻窪にあったライブバーBUNGAのオーナーから東
京大空襲の紙芝居をすすめられたのをきっかけに始めたのが「昔今
語り」(名付け親はジョニーHさん )です。紙芝居の舞台を使いま
すが、紙芝居ではなく、空襲、原爆、沖縄などなど、昔の話を今に
つなげて語ります。

守屋真実（もりや・まみ）
1958年広島生まれ。被爆二世。1985年より27年間ドイツ滞在。
2015年から国会周辺で毎週金曜日に脱原発や平和と人権を守る歌
の活動をしている。

表現者プロフィール

第59回五山賞受賞作品

本多ちかこ（ほんだ・ちかこ）
紙芝居創作家・実演家。子ども向けからお年寄り向けまで様々な紙
芝居を作る。公共図書館や専門学校、カルチャーセンターなどで講
師をつとめ、紙芝居文化の豊かさや可能性を伝える。紙芝居の芸能
性に注目し、ライブ企画も。手作り紙芝居コンクールで受賞多数、
読み聞かせコンクール朗読部門で最優秀賞を受賞。

花咲けシルバ組

人生１００年・老い活のすすめです。
ひとり暮らしの高齢者が孤独にならず元気で過ごせるように
「おとなのための紙芝居」などを開催、場作りをしてきました。
「花咲けシルバ組」は歌舞音曲に秀でた高齢者の集まりではありません。
下手でいい・下手がいいの絵手紙が得意な方も歓迎します。
あなたにとっての「一芸」をご紹介ください。
いちばん大切なこと：平和を愛するひとが参加条件です。

あなたも表現者（募集）

春の嵐
昨年の 3 月８日「国際女性デー」の日に、ミモザの花も震えるほどの大けがをして
しまいました。気が付いた時には病院の一室で、江古田映画祭の仲間たちの心配顔
が眼に飛び込んできたのです。２ケ月間の入院生活から年の暮れの１２月中旬まで、
リハビリが続きした。医師から「経過は順調、もう大丈夫」と言われ、ひとまず
ほっとしたところです。
それにしてもウクライナの侵攻から昨年は、まさかまさかの事件が多かったですね。
安倍元首相の銃撃事件、国葬儀、追い風を狙って大軍拡が押し寄せる。いっこうに
減らない感染症、あっという間の物価の高騰で暮らしはひっ迫、先行き不安な生活
が続いています。 
　八十歳の壁を超えて生きる道は「対話と外交で平和を守り続ける。戦争は止める、
させない」。でなくちゃ紙芝居もできません。好きな
旅も、映画も、美味しいものも食べられず。これから
も「戦争はしたくない」と叫びつつ、平和の尊さを
噛みしめて元気に生きたいものです。（大島） 

杵渕智子（きねぶち・ともこ）
１９３３年東京生まれ。都立富士高校卒業後、国際電話オペレーター
として現KDDIに勤務。１９９２年より「消費税をなくす全国の会」
常任世話人として働き、現在はフリー。国民学校児童が学童集団疎
開を経験したひとりとして、生涯「平和と子どものしあわせこそ！」
を信念としている。

敗戦後の暮らしを描き、亡き父を描いた人生紙芝居。             
脚本 /絵：本多ちかこ

司会・進行：大島ふさ子


